
非正規雇用職員の３年期限は、大学の社会
 的使命「教育と研究の遂行」の障害です。

私たちが働く北海道大学には、現在約2,200人の事務・技術職員がいます（北大病院を除き、

 
それ以外で働いている事務・技術・技能・教務系職員の合計）。そして、その半数以上は非正規

 
雇用職員（フルタイムの契約職員とパートタイムの短時間勤務職員）です。非正規雇用職員は

 
就業規則の規定により雇用開始の3年後に雇い止めされます。働く現場の上司がいくら雇用継

 
続を希望しても、ほとんど認められません。
私たち教職員組合が、「働くものの権利を守る」労働組合の立場でこの問題に取り組むのはも

 
ちろんです。しかし、仕事に習熟した非正規雇用職員を解雇し、新人を採用するという点におい

 
て、３年期限雇用は、大学が自ら進んで研究と教育の遂行能力を低下させていることになります。

 
実際、多くの関係者から、つぎのような声があがっています。

• 「雇用期間に3年という上限を設けると、大学の教育・研究活動支援に重要な役割を担っている優秀な

 
人材の損失につながります。今働いている人と同等またはそれ以上の能力を持った人が次に働いてく

 
れるという保証は全くありません。」（教員）

• 「３年で「雇止」して、その都度、毎回ゼロからリセットするというのは、競争的環境の推進にとってもマイ

 
ナスになっている。経営者の立場からしてもまずい経営をしているという問題がそこにはあります。

 

」（教

 
員）

• 雇い止めされた非正規雇用職員にとっても次の職場を探さねばならず、せっかく取得した技術も無駄に

 
なります。双方にとって非常に問題のある非正規雇用のあり方をぜひ見直してもらいたいです。」（非正

 
規雇用職員）

シリーズ

 

安心して働ける北海道大学を！

 

非正規雇用職員３年期限の問題を考える

2011年2月北海道大学教職員組合



週
刊
東
洋
経
済

 二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
三
日

 報
道


	非正規雇用職員の３年期限は、大学の社会的使命「教育と研究の遂行」の障害です。
	スライド番号 2

